
融
機
関
に
よ
る
人
材
紹紹
介

支
援
が
活
発
だ
。
営
業業
店

の
担
当
者
が
取
引
先
の
求
人
ニニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
か
ら
人
材
紹
介介
会

社
に
つ
な
ぐ
方
法
の
ほ
か
、
自自
行

庫
の
本
部
や
グ
ル
ー
プ
会
社
自自
ら

求
人
情
報
等
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
しし
、

人
材
紹
介
会
社
と
も
連
携
す
るる
こ

と
で
求
職
者
を
紹
介
す
る
方
法法
も

あ
る
。
特
に
後
者
は
、
金
融
庁庁
の

監
督
指
針
改
正
で
２
０
１
８
年年
に

有
料
職
業
紹
介
事
業
が
解
禁
ささ
れ

た
こ
と
で
活
発
化
し
た
。

金
融
庁
の
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポポ
ー

ト
（
図
表
）
に
も
あ
る
よ
う
にに
、

中
小
企
業
は
人
手
不
足
で
困
っっ
て

お
り
、
支
援
を
受
け
た
企
業
はは
、

社
長
の
「
右
腕
」
に
当
た
る
経経
営

幹
部
人
材
の
紹
介
を
評
価
し
てて
い

る
。
ニ
ー
ズ
は
十
分
だ
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
取取
り

組
め
ば
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
のの
か

│
│
以
下
で
は
、
こ
の
分
野
にに
先

ん
じ
て
取
り
組
ん
で
き
た
地
域域
金

融
機
関
の
事
例
を
紹
介
す
る
とと
と

も
に
、
第
一
線
の
プ
レ
ー
ヤ
ーー
の

金

人材紹介人材紹介
提案法提案法

先進金融機関にみる先進金融機関にみる
人材紹介ビジネスの最前線人材紹介ビジネスの最前線
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声
を
お
届
け
し
、
取
引
先
に
喜喜
ば

れ
る
秘
訣
を
整
理
し
た
い
。

池
田
泉
州
銀
行

池
田
泉
州
銀
行

企
業
説
明
会
の
経
験
活
か
し

企
業
説
明
会
の
経
験
活
か
し

毎
月
２
０
０
件
の
相
談
に
対
応

毎
月
２
０
０
件
の
相
談
に
対
応

金
融
機
関
本
体
の
専
担
部
署署
が

中
心
と
な
り
取
引
先
の
人
材
関関
連

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
の
が
、
池

田
泉
州
銀
行
（
大
阪
府
）
だ
。
２

０
１
８
年
12
月
の
有
料
職
業
紹紹
介

事
業
参
入
を
機
に
専
担
者
を
配配
置

し
、
現
在
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ンン
営

業
部
Ｈ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
支
店
長長
経

験
者
な
ど
７
名
が
担
当
す
る
。

営
業
店
担
当
者
が
取
引
先
企企
業

か
ら
人
材
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
しし
た

ら
、
Ｈ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
つ
な
ぐぐ
。

経
営
幹
部
か
ら
ワ
ー
カ
ー
層
、
日

本
人
だ
け
で
な
く
外
国
人
ま
でで
、

提
携
す
る
人
材
紹
介
会
社
や
取取
引

先
な
ど
を
基
に
し
た
人
材
リ
スス
ト

か
ら
提
案
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｈ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
は
毎
月
約約
２

０
０
件
の
人
材
関
連
の
相
談
がが
寄

せ
ら
れ
る
。
営
業
店
の
ト
ス
アア
ッ

特集

相談が相談が
　絶えな

い！
　絶えな

い！●人材紹介に対する企業のニーズ

（出所） 金融庁「金融仲介機能の発揮に向けたプログレスレポート」（2021年７月公表）。
下段は「１（全く満足していない）～５（とても満足している）」から回答

人材要件
明確化

採用
サポート

定着
サポート

手数料
水準

採用人材
の働き

子や親族、
社内従業員、知人等 3.44 3.36 3.20 3.03 3.36

メインバンクや
そのグループ会社 3.58 3.58 3.30 3.34 3.97

プロフェッショナル
人材戦略拠点 3.31 3.35 2.72 2.77 3.24

民間人材紹介会社 3.49 3.46 2.9 2.71 3.47
3.45 3.64 3.36 ３ 3.75その他の支援機関

（参考）平均 3.45 3.44 2.99 2.87 3.49

人材を紹介してくれた
業者等別の満足度

０ 5 10 15 20 25 30 35 40

運転資金のための資金調達を
十分にできるかどうか

設備投資で新規の資金調達を
十分にできるかどうか

実質無利子・無担保融資の据置期間が
終わって返済が始まり、資金繰りへの影響
コロナの影響で、国内でのビジネスが
悪化しており、売上が低迷していること
コロナの影響で、海外でのビジネスが
停滞しており、売上が低迷していること
コロナの影響で、取引相手の状況が

悪化しており、売上が低迷していること
コロナが収束したとしても、コロナ発生

前の売上まで戻る気がしないこと
後継者を含め、経営人材が

不足していること
十分な数の従業員が確保できず

人手が不足していること
現時点では今後の事業継続に

懸念事項はない

その他
（％）
4545

今後事業を継続するうえでの懸念事項 （複数回答。n=9750）

民間よりも高い評価！
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